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法
人
会
は
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
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宇都宮税務署　副署長

本 川　弘

こ

こ 着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署　署長

星　一 明

の
度
の
人
事
異
動
で
、
宇
都
宮

税
務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
星
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
�
池
署

長
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
か
ら
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
税
務

行
政
の
円
滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

深
い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ

て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

「
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

企
業
の
発
展
を
支
援
し
、
地
域
の
振
興

に
寄
与
し
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献

す
る
、
経
営
者
の
団
体
で
あ
る
」
と
す

る
新
た
な
理
念
の
下
に
、
公
益
性
の
高

い
様
々
な
事
業
活
動
を
積
極
的
に
展
開

さ
れ
て
い
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
租
税
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
支
部
や
青
年
部
会
並
び
に
女
性
部
会

が
中
心
と
な
り
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
租
税
教
室
」
や
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
法
人
会
活
動

の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進
さ
れ
る
な
ど
、

税
務
行
政
に
多
大
な
貢
献
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
６
月
の
総
会
に
お
い
て

「
消
費
税
期
限
内
完
納
推
進
宣
言
」
を
さ

れ
ま
し
た
が
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
に

伴
っ
て
消
費
税
の
滞
納
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
大
変
心
強
い
限
り
で
あ
り
、

髙
橋
会
長
を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様

方
と
連
絡
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
法

人
会
活
動
に
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
、「
少
子
高
齢
化
の
急
速

な
進
展
」
や
「
経
済
の
国
際
化
・

I
C
T
化
」
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化

し
て
お
り
ま
す
。

　
税
の
執
行
に
携
わ
る
私
ど
も
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
環
境
の
変
化
に
的
確
に

対
応
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
、
行
政
の

透
明
性
を
確
保
し
、
説
明
責
任
を
的
確

に
果
た
し
つ
つ
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た

手
続
を
遵
守
し
て
、「
適
正
か
つ
公
平
な

課
税
の
実
現
」と「
期
限
内
納
税
の
確
保
」

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
様
方

の
理
解
と
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
努

め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
な
お
、
納
税
者
の
利
便
性
の
向
上
と

税
務
行
政
の
効
率
化
に
資
す
る
e
‐

T
a
x
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
年
々
、
そ
の
利

用
割
合
が
向
上
し
て
お
り
ま
す
こ
と
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後

と
も
「
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
」
を
含
め
た
、

更
な
る
ご
利
用
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
来
年
１
月
か
ら
社
会
保
障
・

税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
が
新
た
に
開
始
さ
れ
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
10

月
か
ら
個
人
及
び
法
人
番
号
の
通
知
が

開
始
さ
れ
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
順
次
、

利
用
が
始
ま
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
制
度
の
円
滑
な
導
入
に
向
け
て
、

会
員
の
皆
様
が
制
度
を
十
分
に
理
解
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
、

制
度
に
関
す
る
周
知
・
広
報
や
説
明
会

を
積
極
的
に
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日

が
続
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
体
調
管
理
に
は
十

分
に
ご
留
意
の
上
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
と

と
も
に
、
宇
都
宮
法
人
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
健

勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
度
の
異
動
で
、
宇
都
宮
税
務

署
副
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
本
川
で
ご
ざ
い
ま
す
。
法
人
課
税
事

務
及
び
酒
税
事
務
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

　
前
任
の
渡
部
副
署
長
同
様
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日

頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深

い
ご
理
解
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て

お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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職

　
　
　名

前

　
　
　職

氏

　名

開催日 開催時間 開催場所

宇都宮税務署　新陣容

平成 27年分年末調整説明会が開催されます

（法人会関係部門）

宇都宮税務署

上三川いきいきプラザ
　上三川町大字上蒲生 127-1

10：30～12：30
14：00～16：0011 月 18 日 （水）

とちぎ福祉プラザ　１Ｆホール
　宇都宮市若草 1-10-6

10：30～12：30
14：00～16：0011 月 19 日 （木）

宇都宮市河内総合福祉センター
　宇都宮市白沢町 385

10：30～12：30
14：00～16：0011 月 20 日 （金）

上三川町

宇都宮市

宇都宮市

宇都宮市10：30～12：30
14：00～16：0011 月 24 日 （火）

宇都宮税務署
電話 028（621）2151

（代表：自動音声案内）

お問い合わせ先※　「年末調整のしかた」と「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご持参ください。
※　年末調整関係用紙等の送付枚数は、一定枚数となっておりますので、不足がある場合は、説明会会場又は税務署
窓口でお受け取りください。
※　昨年の開催場所であった宇都宮市文化会館会場が、とちぎ福祉プラザ会場又は東市民活動センター会場に変更と
なっておりますので、ご注意ください。
　　なお、とちぎ福祉プラザ、及び東市民活動センターは駐車場が狭いため、公共交通機関等をご利用ください。

宇都宮市東市民活動センター　２Ｆホール
　宇都宮市中今泉 3-5-1

対象地域（者）

局
　
課
税
第
二
部
　
次
長

留
任

庁
　
長
官
官
房
　
国
際
業
務
課
　
相
互
協
議
室
　
補
佐

局
　
徴
収
部
　
管
理
運
営
課
　
課
長
補
佐

宇
都
宮
税
務
署
　
特
別
国
税
調
査
官
（
開
発
調
査
）

水
戸
税
務
署
　
特
別
国
税
調
査
官
（
開
発
調
査
）

局
　
総
務
部
　
税
務
相
談
室
　
主
任
相
談
官

局
　
総
務
部
　
会
計
課
　
課
長
補
佐

留
任

越
谷
税
務
署
　
総
務
課
　
課
長
補
佐

留
任

大
宮
税
務
署
　
特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

水
戸
税
務
署
　
特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

長
岡
税
務
署
　
酒
類
指
導
官

局
　
課
税
第
二
部
　
法
人
課
税
課
　
実
務
指
導
専
門
官

留
任

栃
木
税
務
署
　
法
人
課
税
第
三
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

留
任

宇
都
宮
税
務
署
　
法
人
課
税
第
七
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

西
川
口
税
務
署
　
法
人
課
税
第
四
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

浦
和
税
務
署
　
個
人
課
税
第
五
部
門
　
統
括
国
税
調
査
官

留
任

留
任

留
任

留
任

竜
ケ
崎
税
務
署
　
総
務
課
　
課
長
補
佐

署
長

副
署
長
（
個
資
）

副
署
長
（
法
酒
）

副
署
長
（
総
広
管
徴
）

特
別
国
税
調
査
官
（
総
合
調
査
）

特
別
国
税
調
査
官
（
開
発
調
査
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

総
務
課
長

税
務
広
報
広
聴
官

税
務
広
報
広
聴
官

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
源
泉
）

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
三
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
四
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
五
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
六
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
七
部
門
統
括
国
税
調
査
官

情
報
技
術
専
門
官
（
法
人
担
当
）

国
際
税
務
専
門
官
（
法
人
担
当
）

特
別
調
査
情
報
官

審
理
専
門
官
（
法
人
担
当
）

法
人
課
税
部
門
連
絡
調
整
官

星
　
　
一
明

篠
原
　
和
幸

本
川
　
　
弘

菅
谷
　
聡
子

塩
澤
　
秀
史

箱
岩
　
克
彦

篠
原
　
光
行

竹
村
　
秀
彦

金
髙
　
康
晴

吉
沢
　
直
美

高
山
　
慶
一

櫻
井
　
義
浩

柴
崎
　
　
裕

黑
崎
　
裕
介

手
塚
　
和
宏

和
久
　
則
夫

藤
田
　
智
雄

相
馬
　
　
優

小
池
　
　
孝

古
澤
　
　
繁

篠
崎
　
幸
男

武
藤
　
賢
治

渡
邊
　
英
男

後
藤
　
春
美

里
見
　
康
輔

永
井
　
　
晃
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税の百人一首の募集要項

11月11日から17日は「税を考える週間」です。

～税務署からのお知らせ～

国税庁では、毎年11月11日から17日までの期間を「税を考える週間」として、
様々な情報を提供したり、納税者の方からの税務行政に対するご意見やご要望をお
聴きする機会を設けています。
　今年も、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割や適正・公平な
課税と徴収の実現に向けた国税庁の様々な取組やICT化、国際化に対する諸施策に
ついて国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）などにより紹介します。
　是非この機会に、税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格
課 題
応募点数
応募方法
応募期間
主 催
後 援

応 募 先

表 彰

そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人。
『税に関するもの』
制限はなし。
応募用紙を使用する。短歌（31 文字〈例〉五・七・五・七・七）の形式とする。
平成 27 年 10 月２日～11 月４日

「税の百人一首」実行委員会
宇都宮税務行政協力会　宇都宮税務署管内租税教育推進協議会
宇都宮税務署管内国税モニター会
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14

（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局
作品を審査し、優秀作品には次の賞を贈呈する。
最優秀賞…1 編　　優秀賞…３編以内　　佳作…10 編以内
応募作品は返却しない。作品は必ず自作のものとし、未発表作品に限る。
盗作、類似作品、二重投稿は入賞を取り消す。優秀作品は、作者の氏名等と
ともに各種の広報紙等に掲載し、税の PR に活用する。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
　
　
7.
　
8.
　
9.

税務署
だより

ポイント！ポイント！

広告の申込・お問い合わせは

A４版

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告
４月、７月、
10月、１月 発行

掲載の
ご案内

年
４
回

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

A４版 ●１段…………
●１段1/2段…

10,000 円
5,000 円

中　面

●1/2段………
●１段…………

30,000 円
20,000 円
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政
治
は「
情
」と
二
つ
の「
リ
」で
動
く

｜

揺
れ
動
く
内
外
情
勢
と
こ
れ
か
ら
の
政
治
経
済

｜

時　局
講演会

時
事
通
信
社
特
別
解
説
委
員

　田
﨑
史
郎
氏

　（
公
社
）
宇
都
宮
法
人
会
主
催
、
関
東
信

越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
後
援
に
よ
る
時

局
講
演
会
が
９
月
８
日
㈫
、
午
後
６
時
か

ら
ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮
に
１
５
１
人
の
聴
衆

を
集
め
て
開
催
さ
れ
た
。

　
講
師
は
、
テ
レ
ビ
に
も
数
多
く
出
演
さ

れ
て
い
る
時
事
通
信
社
特
別
解
説
委
員
の

田
﨑
史
郎
氏
で
、「
揺
れ
動
く
内
外
情
勢
と

こ
れ
か
ら
の
政
治
経
済
」
と
題
し
て
約
90

分
に
わ
た
っ
て
講
演
し
た
。
主
な
内
容
は

以
下
の
と
お
り
。

■
安
倍
政
権
の
特
質

　
安
倍
政
権
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

一
つ
は
、
経
済
政
策
等
を
官
僚
任
せ
に
し

な
い
で
、
官
邸
主
導
で
作
成
し
、
実
行
し

て
い
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
自

民
党
と
の
関
係

に
お
い
て
も
、

農
協
改
革
に
み

ら
れ
る
よ
う
に

官
邸
が
自
民
党

を
抑
え
て
改
革

を
断
行
し
て
い

る
点
だ
。
こ
れ

ま
で
の
内
閣
に

は
な
か
っ
た
も
の
で
、
安
倍
内
閣
の
強
み

と
い
え
る
。

■
政
治
を
見
る
視
点

　
政
治
は
人
間
の
営
み
で
あ
る
。
そ
の
政

治
家
の
人
格
、
人
間
性
が
政
治
を
動
か
す

大
き
な
要
素
と
な
る
。

　
政
治
家
は
「
情
」
と
二
つ
の
「
リ
」
で

動
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
会
社
な
ど
に
も

あ
て
は
ま
る
。
あ
る
人
が
正
し
い
意
見
を

言
っ
て
も
、
そ
れ
に
協
力
す
る
か
ど
う
か

は
、
そ
の
人
と
の
人
間
関
係
、
例
え
ば
「
昔

お
世
話
に
な
っ
た
」
と
い
う
「
情
」
の
部
分
、

そ
し
て
二
つ
の「
リ
」と
は
利
益
の「
利
」と
、

こ
と
わ
り
の
「
理
」。
自
分
に
と
っ
て
そ
れ

が
得
か
と
い
う
打
算
と
、
そ
の
意
見
が
正

し
い
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
ら
が

絡
み
合
っ
て
物
事
が
動
く
。

　
政
治
の
世
界
で
は
、
約
半
分
は
情
と
打

算
で
物
事
が
決
ま
る
。
意
見
が
正
し
い
か

ど
う
か
よ
り
も
、
人
間
関
係
や
損
得
勘
定

を
見
極
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。

■
安
倍
首
相
、
無
投
票
再
選
の
理
由

　
安
倍
首
相
は
、
最
初
に
総
理
に
な
っ
た

時
、
一
年
ほ
ど
で
辞
任
し
、
大
変
な
批
判

を
浴
び
た
。
権
力
の
座
か
ら
降
り
る
と
人

は
み
ん
な
去
っ
て
い
く
。
安
倍
さ
ん
は
地

獄
の
苦
し
み
を
味
わ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の

地
獄
の
底
で
人
間
の
本
質
を
知
り
、
人
を

見
る
目
を
養
っ
て
き
た
。

　「
仲
良
し
内
閣
」
と
批
判
さ
れ
た
第
一
次

安
倍
政
権
の
反
省
か
ら
、
幹
事
長
人
事
で

は
、
性
格
的
に
正
反
対
と
み
ら
れ
る
谷
垣

氏
を
抜
擢
す
る
な
ど
、
人
事
に
お
い
て
は

情
に
流
さ
れ
ず
、
能
力
本
位
の
人
事
を
貫

い
て
い
る
。

　
安
倍
首
相
が
不
遇
の
時
代
、「
も
う
一
度
、

総
理
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
よ
」
と
励
ま
し

続
け
て
き
た
の
が
現
官
房
長
官
の
菅
さ
ん

で
あ
る
。
菅
さ
ん
も
ま
た
苦
労
人
で
あ
り
、

人
の
話
を
よ
く
聞
く
誠
実
な
人
柄
で
、
ま

た
実
行
力
も
あ
る
。
安
倍
首
相
無
投
票
再

選
の
陰
に
は
菅
官
房
長
官
の
力
も
大
き
い
。

■
今
後
の
安
倍
内
閣

　
安
倍
首
相
の
任
期
は
、
ど
う
頑
張
っ
て

も
２
０
１
８
年
９
月
ま
で
な
の
で
、
来
年

の
参
院
選
挙
あ
た
り
か
ら
ポ
ス
ト
安
倍
の

動
き
が
始
ま
り
、
内
閣
が
弱
体
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
安
保
関
連
法
案
の
成
立
の
見
通
し
が
つ

い
た
現
在
、
残
る
重
要
課
題
が
地
方
創
生

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
市
町
村
が
作
成
し
た

原
案
を
国
が
精
査
し
予
算
を
つ
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
地
方
格
差
が
拡
大

す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
消
費
税
の
軽
減
税
率
に
関
し
て
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用
し
た
還
付
案
が
浮

上
し
て
い
る
が
、
問
題
点
も
多
く
、
先

行
き
は
全
く
不
透
明
だ
。
年
末
か
ら
来

年
初
め
に
か
け
て
の
大
き
な
政
治
テ
ー

マ
に
な
ろ
う
。

■
中
国
・
韓
国
と
の
関
係

　
日
中
関
係
は
確
実
に
改
善
に
向
か
っ
て

い
る
。
そ
れ
だ
け
習
近
平
政
権
が
国
内
的

に
安
定
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
韓
国
と
の
関
係
は
朴
槿
恵
大
統
領

の
支
持
率
が
低
い
現
状
で
は
急
速
な
改
善

は
難
し
い
。

　
最
後
に
「
政
治
は
川
の
流
れ
と
同
じ
で

常
に
変
化
す
る
も
の
、
今
日
お
話
し
し
た

こ
と
が
変
わ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語

り
、
講
演
を
終
え
た
。

講師の田﨑史郎氏

講演会会場風景

MIYABITO ❼
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企 業 紹 介

宇都宮結婚相談所
代表者／益　子　浩　二

□住所：宇都宮市南高砂町１番11号
□ＴＥＬ：０２８‐６５３‐００６３㈹　□ＦＡＸ：０２８‐６５４‐２５５８
□事業種：米穀小売

有限会社 斉藤米穀店
代表者／齋　藤　英　時

□住所：宇都宮市陽南２丁目13番15号
□ＴＥＬ：０２８‐６５８‐１２２５　□ＦＡＸ：０２８‐６５８‐１２２８
□事業種：自動車修理業

梅山自動車工業株式会社
代表者／沓　澤　　究

　昭和24年に米穀店として創業以来、米穀、プロパンガス、灯
油の小売をはじめ、業務用として工場や飲食店へもお届けして
おります。
　また、雀宮地域の32店が入会している雀宮スタンプ会の会長
を務めており、「活気」・「にぎわい」と消費者サービスの向
上を目指して、個店ではできないことを共同で実施することに
よって、消費者に親しまれ愛される商店会であることを願い、
日々活動しております。

あらゆる大型車から小型車まで
〈主な事業内容〉

●事故車修理　塗装　　　　　　　●新車架装
●車検及び一般修理　　　　　　　●その他特殊車修理　
●クレーン架装　修理　年次点検　●各種保険取り扱い業務
●自動車部品販売
　弊社は昭和24年の設立以来、お客様に安心満足して頂けるよ
う努力しております。これからも確かな知識と技術をもとに着
実に歩んで参ります。お車のご相談等お気軽にご連絡ください。

□住所：宇都宮市一の沢2-9-5　□ＴＥＬ・ＦＡＸ：０２８‐６０１‐４２７７
□URL：http://www.misato-marimba.com/　□事業種：演奏家

ミュージックスタジオ・タカハシ
代表者／高　橋　美　智

□住所：宇都宮市一ノ沢町285-41
□ＴＥＬ：０２８‐６４３‐５２１０　□ＦＡＸ：０２８‐６５４‐２５５８
□URL：http://www.miyakon.info/　□事業種：結婚相手紹介業

　宇都宮結婚相談所は、平成22年12月に護国神社のそばに開業い
たしました。晩婚化、未婚化、人口減少が危ぶまれる今、結婚は
日本の重要なテーマです。結婚を希望する男女に、出会いの機会
を提供し、成婚に至るようアドバイスをさせていただいておりま
す。お見合いが決まったらお見合料、成婚したら成婚料と成功報
酬方式なので、安心して利用していただけます。独自のネット
ワークにより、栃木県内のみならず、地域を問わずご紹介が可能
です。年の差婚を希望される方には、ロシア、中国、ベトナム、
スリランカなど、世界結婚もお世話いたしております。

【マリンバ・ピアノ教室】幼児からシニアまで音楽を楽しんで頂く事をモットー
に地元に根ざした音楽指導を行っており、教室を開講して今年で15 年目にな
ります。マリンバ教室では全国大会上位入賞者多数輩出。現在約 50名のレッ
スン生が在籍。体験レッスンも随時行っております。お気軽にご相談ください。
【講師プロフィール】宇都宮短期大学付属高校音楽科を経て、2000 年３月武
蔵野音楽大学マリンバ専攻卒業。現在、つるた保育園内マリンバ教室講師、
日光市芹沼保育園内マリンバ教室講師、打楽器アンサンブル・マリンバンビー
ノ主宰、生涯学習指導員ネットワーク栃木理事。
【演奏依頼】栃木県内を中心に全国各地でもソロ・デュオ・アンサンブルでの
演奏活動も行っています。各種演奏依頼も承ります。
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企 業 紹 介

㈲島田屋食料品店

□住所：宇都宮市大曽4-4-5
□ＴＥＬ・ＦＡＸ：０２８‐６２２‐５８４７
□事業種：主に野菜・果物販売

代表者／島　田　輝　夫

□住所：宇都宮市川田町845-1
□ＴＥＬ：０２８‐６８０‐６２６３　□ＦＡＸ：０２８‐６８０‐６２８３
□事業種：一般貨物自動車運送事業

株式会社 小野川トランスポート
代表者／小 野 川　利　勝

　当社は平成24年６月に設立、同年12月から大手運送会社の協
力会社として、事業を開始しました。また、今年６月からは関
東近辺を中心に、一般貨物配送にも進出しております。
　安全・安心・信頼の運送会社をモットーに、全社員が一丸と
なって安全運転を心掛けております。物流を担う会社の一つと
して、運転技術だけでなく、更なるサービス向上を目指してま
いります。

□住所：宇都宮市徳次郎町46番地　□ＴＥＬ：０２８‐６６５‐１５０２
□ＦＡＸ：０２８‐６６５‐４５０２　□URL：http://www.shinseikougyo.com
□事業種：総合建設業（土木、舗装、建築、造園、管、解体工事等）

株式会社 新生工業
代表者／櫻　井　英　治

□住所：宇都宮市一番町1-27
□ＴＥＬ：０２８‐６３４‐３２５５（富川洋服店）・０２８‐６３４‐１７１０（一番町デイサービスセンター）
□ＦＡＸ：０２８‐６３５‐１７９７　□事業種：紳士・婦人服製造販売、介護

㈲富川洋服店　一番町デイサービスセンター
代表者／富　川　耕　吉

　大正８年に宇都宮市今小路町（現在一番町）に洋服店を開業し、ま
もなく100年を迎えます。現在は既製服などが多く出まわっています
が私共は職人の手作り服をメインに、イージーオーダー、ユニフォー
ムを扱っております。平成23年２月からは洋服店店舗、作業所を２階
に移し、地元のお年寄りが集える街中のサロンとして、１階部分をデ
イサービスセンターとして開業いたしました。多くのご高齢の方に入
浴、お食事、いろいろな方との交流の場としてご利用いただいており
ます。これからも長年お召しいただける服を長年培った技術を生か
し、職人の枯れた手で一着一着真心を込めて作らせていただきます。

〈 品質、鮮度、良好 〉
　昭和10年の創業時には、ＪＲ宇都宮駅近くにて、市場（野
菜・家畜）を経営しておりました。現在は毎朝中央卸売市場で
仕入れた新鮮な野菜・果物を主に学校、病院、飲食店に納品さ
せていただいております。
　また、店頭での小売も行っておりますので、ぜひお立ち寄り
ください。

～地域と共に、安心・安全で住み良いまちを目指して～
　当社は、昭和40年創業以来、建設業を通して、社会資本の整
備と雇用の安定に寄与し、地域社会と共に歩んでまいりました。
現在まで、多くの皆様にお世話になり、感謝を申し上げます。
　今後も、常に、技術と品質の向上と安全第一を忘れることな
く、お客様のニーズに対応できるように、邁進してまいります。
また、地域住民の方々の安全を守ることも使命の一つとして、
地域社会の発展に更なる努力をさせていただきます。
　より一層のご指導を賜りますようお願い申し上げます。



青年
部会

　

６
月
３
日
開
催
の
青
年
部
会
総
会
に

て
、
新
部
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
、

伊
原
修
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
﨑
尾
前
部
会
長
の
後
を
引
き
継
ぎ
、

ま
た
歴
代
の
先
輩
部
会
長
が
残
さ
れ
た

伝
統
を
よ
く
理
解
し
、
会
員
の
皆
様
か

ら
愛
さ
れ
必
要
と
さ
れ
る
青
年
部
会
と

な
る
よ
う
、
精
一
杯
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
高
承
の
と
お
り
、
青
年
部

会
は
会
員
企
業
の
経
営
者
及
び
法
人
会

役
員
の
後
継
者
等
の
育
成
の
場
で
あ
る

と
と
も
に
、
法
人
会
活
動
推
進
の
担
い

手
と
し
て
大
き
な
役
割
を
有
し
て
お
り

ま
す
。
中
で
も
、
会
員
各
位
の
税
に
対

す
る
意
識
向
上
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、「
租
税
教
育
活
動
」
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
こ
と
が
大
き
な
柱
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
特
に
当
宇
都
宮
法
人
会
に
お
い
て
は
、

各
支
部
の
租
税
教
育
活
動
に
連
携
・
連

動
し
実
施
す
る
と
い
う
全
国
で
も
先
駆

的
な
、
い
わ
ば
「
宇
都
宮
方
式
」
に
よ

り
活
動
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
特
筆
さ

れ
る
点
で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
活
動
は
青
年
部
会

だ
け
の
取
り
組
み
で
は
な
く
、
女
性
部

会
と
も
連
携
し
、
か
つ
各
支
部
と
も
連

携
し
な
が
ら
の
活
動
で
あ
る
こ
と
が
、

こ
の
活
動
の
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
ま
す
。

　
改
め
て
こ
の
形
式
で
の
活
動
展
開
に

ご
尽
力
さ
れ
た
諸
先
輩
方
の
見
識
の
高

さ
に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

も
本
活
動
の
推
進
に
部
会
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
さ
て
今
年
度
は
、
11
月
に
隣
県
の
茨

城
に
て
第
29
回
「
法
人
会
全
国
青
年
の

集
い
茨
城
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

栃
木
大
会
の
盛
会
へ
の
御
礼
も
兼
ね
、

県
内
単
位
会
と
一
致
協
力
し
て
茨
城
大

会
の
成
功
に
向
け
行
動
す
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
青
年
部
会
の
発
展
に
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
会
員
な
ら
び
に
関
係
者
の
皆

様
方
に
は
、
今
後
と
も
青
年
部
会
へ
の

ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
７
月
31
日
㈮
に
伊
原
部
会
長
・
明
賀

副
部
会
長
・
細
谷
副
部
会
長
が
女
性
部

会
の
方
々
と
共
に
宇
都
宮
税
務
署
を
訪

問
。
本
年
７
月
の
定
期
異
動
に
て
着
任

さ
れ
た
、
新
署
長
の
星
一
明
様
に
ご
挨

拶
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
８
月
28
日
㈮
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ

ヤ
に
て
役
員
合
同
懇
談
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
宇
都
宮
税
務
署
星
新
署

長
が「
税
務
の
仕
事
あ
れ
こ
れ
」と
題
し
、

税
務
職
員
採
用
や
税
務
調
査
で
の
印
象

に
残
る
出
来
事
か
ら
御
出
身
の
烏
山
の

山
あ
げ
祭
り
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
多
岐
に
わ
た
る
興
味
深
い
お
話

を
ご
講
演
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
社
会
貢
献
活
動
委
員
長
の

横
松
宏
明
様
か
ら
、
活
動
報
告
な
ら
び

に
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
御
案
内
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
第
三
部
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

星
署
長
は
じ
め
宇
都
宮
税
務
署
幹
部
の

皆
様
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

と
の
交
流
等
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
で
は
青
年
部
会
が
賞
品
抽
選
を
執
り

行
い
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

宇都宮税務署長室にて

宇
都
宮
税
務
署
表
敬
訪
問

新
部
会
長
あ
い
さ
つ

本
部・支
部・女
性
部
会・青
年
部
会

役
員
合
同
懇
談
会
の
開
催

チャリティゴルフ大会
（青年部会協力）

宮の市出店

秋季講演会（青年部会協力）
第 29 回
全国青年の集い茨城大会
経営者・後継者修練講座
租税教室
経営者・後継者修練講座

10 月 16 日

10 月 31 日
11 月 1 日
11 月 12 日
11 月 20 日

11 月上旬
11 月～２月
２月上旬

今後の主な予定
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女性
部会

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ジ
ュ
エ
リ
ー

　
　
　作
成
セ
ミ
ナ
ー
開
催

枕カバー等全44枚作成

裁断・縫製等　会場風景

一般参加者と会員（全35名）

村井部会長（中央） 　桜井みどり先生（右）

桜井みどり先生から箔の説明

７月２日介護用品作成会（於：法人会館）

第
17
回
介
護
用
品
贈
呈
式

平
成
27
年
度
介
護
用
品
完
成

村井部会長から沼尾病院長へ目録贈呈

　
７
月
２
日
㈭
・
16
日
㈭
の
二
日
間
に

わ
た
り
気
温
35
度
超
え
の
猛
暑
日
の
中

で
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
宇

都
宮
病
院
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
介
護
用

品
を
作
成
致
し
ま
し
た
。
近
年
裁
縫
を

す
る
事
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
暮
ら
し
の

中
で
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
慣
れ
な
い
手
作

業
に
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
も
、
使
い

勝
手
の
良
い
生
地
を
選
び
製
図
や
裁
断
、

ミ
シ
ン
掛
け
、

ネ
ー
ム
プ
レ

ー
ト
付
け
、

糸
の
後
始
末

等
々
。
完
成

ま
で
に
は
、

多
く
の
時
間

と
労
力
を
要

し
ま
し
た
が
、
会
員
の
手
際
よ
い
チ
ー

ム
プ
レ
ー
で
や
っ
と
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
作
成
会
は
、
今
年
で
17
回
目
で
す
。

贈
っ
た
品
で
患
者
さ
ん
が
少
し
で
も
快

適
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
ま
す
様
に
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
協
力
を
惜
し

ま
ず
に
喜
ば
れ
る
物
作
り
を
継
続
し
て

参
り
ま
す
。記

　
広
報
委
員
長
　
小
杉
恵
子

　
８
月
５
日
㈬
に
国
立
病
院
機
構
宇
都

宮
病
院
重
度
障
が
い
児
者
施
設
へ
伺
い

16
時
よ
り
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
沼

尾
院
長
は
じ
め
看
護
師
の
皆
様
に
同
席

し
て
頂
き
、
今
年
も
会
員
の
手
作
り
の

車
椅
子
枕
カ
バ
ー
30
枚
、
食
事
用
小
枕

及
び
小
枕
の
カ
バ
ー
（
チ
ャ
ッ
ク
式
）
12

組
、
抱
き
枕
及
び
抱
き
枕
の
カ
バ
ー
２

組
を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。
毎
年
手
作
り

の
作
品
を
お
届
け
し
て
、
今
年
で
17
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
自
身
も
い
ろ

い
ろ
の
経
験
を
重
ね
な
が
ら
社
会
貢
献

が
出
来
る
事
を
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
後
、
新
し
く
な
っ
た
病
院
を

案
内
し
て
頂
き
ま
し
た
。
パ
ス
テ
ル
カ

ラ
ー
の
明
る
い
病
室
。
広
々
と
し
た
廊

下
や
浴
室
。
こ
こ
ち
良
い
環
境
に
感
動

し
た
訪
問
で
し
た
。

記
　
社
会
貢
献
委
員
長
　
牧
野
美
代
子

　
９
月
４
日
㈮

法
人
会
館
に
於

い
て
今
回
二
回

目
と
な
る
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ジ
ュ

エ
リ
ー
作
成
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

致
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
六
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
個

展
を
開
く
等
々
ご
活
躍
中
の
桜
井
み
ど

り
先
生
で
す
。
講
習
会
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
伝
統
的
な
額
縁
制
作
の
技
法
で
「
純

金
・
純
銀
」
の
箔
を
貼
り
付
け
ま
す
。

仕
上
げ
は
宝
石
を
付
け
て
完
成
で
す
。

世
界
に
一
つ
だ
け
の
 
ジ
ュ
エ
リ
ー
。

秋
雨
前
線
が
停
滞
す
る
中
、
小
さ
な
物

作
り
体
験
は
楽
し
さ
と
ド
キ
ド
キ
の
忘

れ
が
た
い
一
日
と
成
り
ま
し
た
。
手
元

に
届
く
日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

記
　
広
報
委
員
長
　
小
杉
恵
子

my
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コーナー

税 理
士 会

補
助
金
・
助
成
金

　
皆
さ
ん
は
、
補
助
金
や
助
成
金
に
つ
い
て

ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
や
、
太
陽
光
発
電
装

置
を
購
入
す
る
際
に
国
や
県
・
市
か
ら
補
助

金
が
出
て
い
た
こ
と
は
、
か
な
り
多
く
の
方

が
ご
存
知
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
調
べ
て
み
る
と
色
々
な
補
助
金
や
助
成
金

が
存
在
し
ま
す
。

　
基
本
的
に
国
や
県
・
市
が
母
体
と
な
っ
て
、

経
済
・
産
業
の
発
展
を
目
的
と
し
て
企
業
等

を
支
援
す
る
も
の
で
す
。
中
に
は
高
額
な
補

助
や
助
成
も
あ
り
、
有
効
に
利
用
し
た
い
も

の
で
す
。

　
今
回
は
皆
さ
ん
の
お
役
に
た
ち
そ
う
な
補

助
金
・
助
成
金
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。

1 

補
助
金
、
助
成
金
と
は

　
ま
ず
初
め
に
補
助
金
や
助
成
金
と
は
基
本

的
に
ど
ん
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ご
く
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、
特
定
の
条
件

の
も
と
に
国
や
県
・
市
か
ら
給
付
さ
れ
る
、

原
則
返
済
不
要
な
資
金
で
、
税
法
上
も
課
税

の
対
象
か
ら
外
さ
れ
ま
す
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
浮
揚
策
と
し

て
創
設
さ
れ
て
い
る
も
の
も
少
な
く
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

⑴
補
助
金

　
一
般
的
に
補
助
金
は
一
定
の
募
集
に
対
し

て
申
請
書
を
提
出
し
、
審
査
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
者
の
み
が
受
け
取
れ
る
も
の
で
す
。

募
集
は
一
時
点
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
二
次
、

三
次
又
は
翌
年
も
同
じ
よ
う
に
募
集
が
あ
る

も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
募
集
件
数
に
対
し
て
応
募
件
数
は
必
然
的

に
多
く
な
り
ま
す
。
審
査
を
ク
リ
ア
し
な
い

と
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
書
の
記
載

内
容
が
大
変
重
要
に
な
り
ま
す
。
補
助
金
の

趣
旨
に
ど
れ
だ
け
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
、
そ

の
効
果
が
ど
れ
ほ
ど
に
な
る
か
等
を
審
査
員

に
理
解
さ
れ
る
よ
う
適
切
な
表
現
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑵
助
成
金

　
助
成
金
は
、
補
助
金
と
違
っ
て
、
条
件
を

充
足
し
て
い
れ
ば
申
請
順
に
受
け
取
れ
る
も

の
で
す
。（
こ
れ
も
予
算
が
な
く
な
る
と
終
了

し
ま
す
。）

2 

中
小
企
業
庁
の
補
助
金
等

　
平
成
26
年
度
補
正
予
算
・
平
成
27
年
度
予

算
・
税
制
改
正
に
よ
る
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
対
策
と
し
て
予
算
が
組
ま
れ
て
い
る

補
助
金
等
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。

⑴
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
革
新

　補
助
金

　
新
し
い
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
業
務

プ
ロ
セ
ス
の
改
善
、
新
し
い
販
売
方
法
の
導

入
な
ど
、
事
業
革
新
に
取
り
組
む
費
用
の
２

／
３
を
補
助
し
補
助
上
限
1
0
0
0
万
円
。

　
共
同
体
で
行
う
設
備
投
資
な
ど
も
対
象
に

な
っ
て
お
り
、
こ
の
場
合
の
補
助
上
限
は

5
0
0
0
万
円
。

⑵
革
新
的
も
の
づ
く
り
産
業
創
出

　連
携
促
進
事
業

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、
大
学
・

公
的
研
究
機
関
等
と
連
携
し
て
行
う
も
の
づ

く
り
技
術
を
活
用
し
た
研
究
開
発
な
ど
の
費

用
の
２
／
３
を
補
助
し
補
助
上
限
4
5
0
0

万
円
。

⑶
商
業
サ
ー
ビ
ス
競
争
力
強
化

　連
携
支
援
事
業

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
、
他
の
事

業
者
及
び
大
学
・
公
的
研
究
機
関
等
と
連
携

し
て
行
う
革
新
的
な
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
費
用

の
２
／
３
を
補
助
し
補
助
上
限
3
0
0
0
万

円
。

⑷
地
域
工
場
・
中
小
企
業
等
の

　省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
補
助
金

　
最
新
モ
デ
ル
の
省
エ
ネ
機
器
・
設
備
の
他
、

工
場
・
オ
フ
ィ
ス
・
店
舗
等
の
省
エ
ネ
に
資

す
る
設
備
の
更
新
・
改
修
の
費
用
の
１
／
２

を
補
助
。

⑸
地
域
商
業
自
立
促
進
事
業

　
商
店
街
が
取
り
組
む
、
地
元
産
品
を
販
売

す
る
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
開
発
、
子
育
て
・
高
齢
者
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
空
き
店
舗
へ
の
店
舗
誘

致
、
ま
ち
な
か
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
、

商
店
街
の
魅
力
を
向
上
し
、
中
長
期
的
な
発

展
に
貢
献
す
る
取
組
に
つ
い
て
、
費
用
の
２

／
３
を
補
助
し
補
助
上
限
５
億
円
。

⑹
小
規
模
事
業
者
の
持
続
化
支
援

　
小
規
模
事
業
者
が
商
工
会
・
商
工
会
議
所

と
一
体
と
な
っ
て
販
路
開
拓
に
取
り
組
む
費

用
（
チ
ラ
シ
作
成
費
用
や
商
談
会
参
加
の
た

め
の
運
賃
な
ど
）
の
２
／
３
を
補
助
し
補
助

上
限
50
万
円
。
こ
れ
を
複
数
の
事
業
者
が
行

う
取
組
の
場
合
の
補
助
上
限
5
0
0
万
円
、

雇
用
対
策
・
買
い
物
弱
者
対
策
へ
の
取
組
を

行
う
事
業
者
の
補
助
上
限
1
0
0
万
円
。

⑺
創
業
・
第
二
創
業
促
進
補
助
金

①
創
業
費
用
の
２
／
３
を
補
助
し
補
助
上
限

2
0
0
万
円
。

②
事
業
承
継
を
契
機
と
し
て
既
存
事
業
を
廃

業
し
、
業
態
転
換
す
る
際
に
か
か
る
費
用
の

２
／
３
を
補
助
し
補
助
上
限
1
0
0
0
万
円
。

③
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
き
市
町
村
と

連
携
す
る
創
業
支
援
事
業
者（
商
工
会
・
銀
行
・

公
益
法
人
等
）
に
よ
る
経
営
相
談
や
交
流
会

の
開
催
な
ど
の
取
組
費
用
の
２
／
３
を
補
助

し
補
助
上
限
1
0
0
0
万
円
。

⑻
ふ
る
さ
と
名
物
応
援
事
業

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が
異
分
野
の

事
業
者
と
共
同
で
行
う
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
な
ど
に
か
か
る
費
用
の
２
／
３
を
補
助

し
補
助
上
限
1
0
0
0
万
円
。

　
地
域
資
源
活
用
や
農
商
工
連
携
に
よ
り
行

う
商
品
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
な
ど
に
か
か
る
費

用
の
２
／
３
を
補
助
し
補
助
上
限
5
0
0
万

円
。

　
以
上
の
補
助
金
等
は
中
小
企
業
庁
の
補
助

金
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
か
ら
抜
粋
で
記
載
い
た

し
ま
し
た
が
、
対
象
や
募
集
の
時
期
等
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、中
小
企
業
庁
か「
ミ
ラ
サ
ポ
」

（
中
小
企
業
庁
が
委
託
運
営
）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
項
目
に
よ
っ
て

は
今
年
度
の
募
集
が
終
了
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
毎
年
色
々
な
補
助
金
の
募
集

が
あ
り
ま
す
の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ

い
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
厚
生
労
働
省
で
は
雇
用
に

関
連
し
た
補
助
金
が
あ
る
ほ
か
、
国
土
交
通

省
で
は
住
宅
関
連
の
補
助
金
、
地
方
自
治
体

に
よ
る
地
域
限
定
の
も
の
な
ど
、
多
数
の
補

助
金
等
が
あ
り
ま
す
の
で
有
効
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
　（
文
責
　
関
東
信
越
税
理
士
会

宇
都
宮
支
部
　
見
目
佳
宥
）
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細谷戸祭支部
マロニエ支部
陽南幕田支部

西原花房支部
清住塙田支部
河 内 支 部

上三川支部

宇都宮市宝木町２丁目２５５５－５

宇都宮市今泉町９５－１

宇都宮市幕田町３３０

宇都宮市兵庫塚３丁目１１－２７

鹿沼市松原１－３８

宇都宮市今泉２丁目１１－１

宇都宮市白沢町５１８－１

宇都宮市中岡本町３７５０－７

河内郡上三川町しらさぎ１丁目２０－５

建築工事業

小売業、不動産管理

自動車販売

建設業

小売業

介護業

対サービス業

管工事

警備業

㈱雅工務店

明興産業㈱

㈲ケーズコーポレーション

㈱山上土建

㈲シモダ薬品

㈲覚心会

ラッキー管財

㈱永田鉄工所

㈱アーバン

山 　 本 　 雅 　 之

佐 　 藤 　 雅 　 美

中 　 村 　 邦 　 彦

山 　 上 　 敏 　 之

下 　 田 　 啓 　 二

君 　 島 　 永 　 晃

濱 　 津 　 好 　 江

永 　 田 　 智 　 生

外 　 山 　 周 　 作

新会員紹介 （平成27年６月～平成27年８月入会）

会員企業間をリンクする『企業紹介コーナー』への登録のご案内

（http://www.utsuhou.or.jp）

　宇都宮法人会では当会のホームページ上に「企業紹介コーナー」を開設しています。50音順、業種別検索が可能です。
会員企業相互の取引先発掘および企業の業務PR、営業情報の交換等ビジネスツールとしてご活用下さい。
もちろん掲載は無料です。掲載希望の方は、当会のホームページトップの「企業紹介コーナー」より登録できます。

会員増強運動 推進中!!
健全な経営、正しい納税、社会に貢献 健全な納税者の団体・良き経営者を目指す者の団体…それが法人会です。

この10月から12月は会員増強運動月間です。

会員の皆様の近くに未加入の会社がありましたら、ぜひ法人会への加入をお勧めください。

入って良かった
法人会を目指します!

所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種

事務局職務分担表
職　　名
氏　　名

専務理事
日 髙  裕 章

委 員 会

支部・部会

業務課長
小 林  俊 之 星  　  学 若 山  京 子 宮崎 公美子

担

当

職

務

総務委員会
税制委員会

細谷戸祭
清住塙田
さくら

広報委員会
研修委員会

石井横田・陽南幕田
中央・北・清原
青年部会

神 山  正 己

県連関係・事務局次長社会貢献活動委員会
厚生委員会
組織委員会

マロニエ・御幸平出
駅東・西原花房・城山
馬場宮園・雀宮

宇都宮法人会会員管理
県連会計
補助

女性部会

宇都宮法人会会計
人間ドック・予防健診
補助

補助

1 法人会に加入すると異業種との交流や社会的評価が高まり、企業の繁栄が図れます。
2 健全な納税者として税務署の信頼が得られます。
3 法人会活動を通し、地域社会へ貢献ができます。
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く
こ
と
が
、
昔
か
ら
体
に
良
い

こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。

人
間
は
歩
く
動
物
だ
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
又
、
歩
く
こ
と
は
、
ボ
ケ
の

予
防
？
に
も
な
り
、
ボ
ケ
た
人
に
と
っ

て
は
ボ
ケ
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
歩
く
こ
と

は
皆
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
以
上
に
、
脳
の

刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
事
で
す
。

若
い
頃
運
動
し
た
人
と
し
な
か
っ
た
人

の
、
年
を
取
っ
て
か
ら
ボ
ケ
る
確
率
は

〝
６
分
の
１
〞
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
例
外
は
あ
り
ま
す
が
、高
齢
者
に
な
っ

て
歩
け
な
く
な
る
と
急
激
に
体
の
生
活

機
能
の
低
下
す
る
こ
と
は
、
皆
様
ご
存

じ
の
通
り
で
す
。

　
し
か
し
、
歩
行
が
本
当
に
体
に
と
っ

て
良
い
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
少
し
古
く
な
り
ま
す
が
、『N

ew
E

ngland journal of m
edicine

』

と
い
う
世
界
で
最
も
権
威
あ
る
臨
床
医

学
雑
誌
１
９
９
８
年
１
月
８
日
号
に
、

退
職
し
た
ハ
ワ
イ
の
日
系
ア
メ
リ
カ
人

を
対
象
と
し
た
１
日
の
歩
行
量
と
寿
命

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
臨
床
研
究

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
紹
介
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、

61
才
か
ら
81
才
ま
で
（
平
均
68
・
９
±

５
・
１
）
の
７
０
７
名
の
退
職
者
で
『
男

性
で
あ
る
こ
と
』『
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

こ
と
』『
健
康
で
自
分
で
歩
行
す
る
こ
と

が
可
能
な
こ
と
』
が
こ
の
調
査
研
究
に

参
加
へ
の
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
に
は
、
１
９
８
０
〜
１
９
８
２

年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
対
象
と
な
っ
た

７
０
７
名
の
男
性
に
対
し
て
、
１
日
平

均
歩
行
距
離
を
自
分
で
記
録
し
て
も
ら

い
、
そ
の
後
に
12
年
間
に
わ
た
っ
て
７
０

７
名
の
中
で
１
マ
イ
ル
（
約
１
・
６
㎞
）

以
下
し
か
歩
い
て
い
な
い
人
は
、
１
５
１

人
中
65
人
（
43
・１
％
）
が
死
亡
。
一
方
、

１
日
１
マ
イ
ル
以
上
歩
い
て
い
る
人
は
、

５
５
６
人
中
１
４
３
人
（
25
・
７
％
）
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
両
群
間
で
、
調
査
期
間
の
年
齢

に
関
係
な
く
統
計
的
に
見
る
と
、『
１

日
１
マ
イ
ル
以
下
し
か
歩
か
な
か
っ
た

人
（
以
下
、
１
マ
イ
ル
以
下
歩
行
者
）』

と
『
１
マ
イ
ル
以
上
歩
く
人
た
ち
（
以

下
、１
マ
イ
ル
以
上
歩
行
者
）』の
間
で
、

平
均
寿
命
に
明
ら
か
に
有
意
の
差
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
な
お
、
死
亡
し
た
人
の
死
因
と
し
て

は
、
心
筋
梗
塞
な
ど
の
虚
血
性
心
疾
患

に
よ
る
も
の
が
29
人
、
一
方
、
癌
に
よ
る

死
亡
者
は
52
名
と
、
癌
に
よ
る
死
亡
者

の
方
が
虚
血
性
心
疾
患
の
死
亡
者
よ
り

多
か
っ
た
。
こ
の
調
査
の
対
象
者
と
な
っ

た
人
達
が
調
査
開
始
時
61
才
以
上
だ
っ

た
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
虚
血
性
心
疾
患
に
よ
る
死

亡
の
割
合
を
１
日
歩
行
距
離
で
比
較
す

る
と
〝
１
マ
イ
ル
以
下
〞
は
〝
１
マ
イ
ル

以
上
〞
よ
り
寿
命
が
短
い
傾
向
が
見
ら

れ
た
が
、
対
象
者
数
が
少
な
い
の
で
、

そ
の
差
は
統
計
的
に
有
意
の
差
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
最
も
多
い
癌
に
よ
る
死
亡
者

を
対
象
に
比
較
し
て
み
る
と
、〝
１
マ
イ

ル
以
下
〞
の
死
亡
率
13
・
４
％
に
対
し

〝
１
マ
イ
ル
以
上
〞
の
死
亡
率
は
５
・

３
％
で
、
有
意
の
差
が
あ
っ
た
。
歩
く

こ
と
に
よ
り
、
な
ぜ
癌
に
よ
る
死
亡
が

減
る
の
か
は
、
こ
の
調
査
で
は
分
か
ら

な
い
と
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
誠
に
興

味
あ
る
結
果
で
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
調
査
は
高
齢

者
に
と
っ
て
歩
く
こ
と
が
、
如
何
に
健

康
に
良
い
こ
と
か
と
い
う
こ
と
を
、
初

め
て
証
明
し
た
報
告
で
す
。

　
即
ち
、
歩
く
こ
と
が
最
も
手
軽
か
つ

安
上
が
り
な
健
康
法
で
あ
る
の
で
、
是

非
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
患
者
さ
ん
は
、
家
庭
の
主
婦

の
場
合
、
天
気
が
悪
い
か
荷
物
が
多
い

場
合
を
除
き
、
買
い
物
に
行
く
時
は
歩

い
て
い
く
と
か
、
バ
ス
を
利
用
す
る
場

合
は
、
一
駅
か
二
駅
歩
く
こ
と
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
場
合
は
、
勤
務
途
上
の
終

わ
り
か
始
め
の
部
分
を
歩
く
と
か
、
日

常
の
場
合
は
、
そ
の
仕
事
の
内
容
に
も

よ
り
ま
す
が
、
何
と
か
仕
事
中
に
１
〜

２
㎞
（
１
マ
イ
ル
以
上
）
歩
か
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
す
る
事
が
肝
要
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
歩
く
こ
と
は
、
日
常
の
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

医師が語る健康のお話

ほうずみ整形外科内科・小児科医院 

院長　宝 住 与 一

歩行 のすすめ

ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

Yoichi Houzumi

歩
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特 集特 集
　
日
本
企
業
の
業
績
が
好
調
で
す
。
出

揃
っ
た
今
４
―
６
期
決
算
は
、
連
結
経
常

利
益
で
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
を
超

え
、
過
去
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
好

調
組
を
概
括
す
る
と
、①
北
米
国
市
場
で

の
販
売
増
、②
値
上
げ
に
よ
る
マ
ー
ジ
ン

の
改
善
、③
不
採
算
案
件
か
ら
の
撤
退
、

④
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
、⑤
国
際
的
な
競

争
力
確
保
、
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
格
に
登
場
し

て
も
ら
い
、
内
容
を
吟
味
し
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

〈
増
益
パ
タ
ー
ン
①

　好
調
な
北
米
市
場
〉

　
富
士
重
工
業
は
レ
ガ
シ
ィ
な
ど
の
主
力

車
種
の
販
売
が
、
北
米
を
中
心
に
絶
好
調

に
推
移
し
ま
し
た
。
北
米
で
は
、
21
／
3

期
に
60
万
台
の
販
売
を
目
標
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
期
に
も
達
成
す
る
勢
い
で
す
。

こ
の
た
め
、
北
米
市
場
で
の
生
産
能
力
増

強
を
前
倒
し
し
、
ま
ず
は
17
／
3
期
に
40

万
台
弱
を
生
産
で
き
る
水
準
を
目
指
し
ま

す
（
た
だ
し
、
過
度
の
生
産
増
強
に
は
慎

重
で
す
）。
一
方
、
中
国
市
場
で
は
台
数

目
標
の
撤
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
さ
ら
に

天
津
で
の
爆
発
事
故
の
影
響
も
あ
り
、
苦

戦
し
ま
し
た
。
同
社
の
中
長
期
の
課
題
は
、

「
北
米
一
本
足
」
の
克
服
で
す
が
、
米
国

経
済
の
安
定
感
は
抜
群
で
、
当
面
、
業
績

の
好
調
は
揺
る
が
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

〈
増
益
パ
タ
ー
ン
②

　値
上
げ
の
浸
透
〉

　
製
品
の
値
上
げ
で
マ
ー
ジ
ン
を
改
善
さ

せ
た
の
が
食
品
業
界
で
す
が
、
中
で
も
明

治
H
D
の
業
績
好
調
は
群
を
抜
い
て
い
ま

す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
に
続
き
、チ
ョ

コ
レ
ー
ト
製
品
も
値
上
げ
を
実
施
し
、
利

益
率
が
大
幅
に
改
善
し
ま
し
た
。
ま
た
、

機
能
性
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
な

ど
の
売
り
上
げ
も
大
き
く
伸
び
、
医
薬
品

事
業
で
も
収
益
が
拡
大
し
ま
し
た
。
結
果
、

通
期
経
常
利
益
を
、
第
１
四
半
期
段
階
で
、

従
来
予
想
の
5
2
3
億
円
か
ら
6
2
5
億

円
へ
と
２
割
近
く
上
方
修
正
、
３
期
連
続

で
過
去
最
高
益
を
更
新
す
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
増
益
パ
タ
ー
ン
③

　
　
　不
採
算
案
件
か
ら
の
脱
却
〉

　
不
採
算
案
件
か
ら
脱
却
し
て
業
績
を
回

復
さ
せ
た
の
が
、
清
水
建
設
を
筆
頭
と
す

る
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
で
す
。
清
水
建
設
は
、

売
上
高
の
８
割
を
占
め
る
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

や
工
場
な
ど
の
建
築
が
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
東
証
１
部
の
時
価
総
額
で
大

成
建
設
を
抜
き
、
３
年
５
カ
月
ぶ
り
に
ゼ

ネ
コ
ン
首
位
に
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
先
も
、

劇
団
四
季
の
「
名
古
屋
四
季
劇
場
」
の
新

設
、
大
王
製
紙
三
島
工
場
の
改
修
、
福
岡

空
港
の
新
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建

設
、
経
済
産
業
省
の
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
の
実
証
研
究
事
業
、
首
都
圏
で
の
物
流

３
拠
点
整
備
な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
控

え
て
お
り
、
好
調
が
続
き
そ
う
で
す
。

〈
増
益
パ
タ
ー
ン
④

　
　
　イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
〉

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
関
連
で
は
、
資
生
堂
の

決
算
が
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
前
年
同
期

は
消
費
税
増
税
の
影
響
で
苦
し
み
ま
し
た

が
、「
ク
レ
・
ド
・
ポ
ー
　
ボ
ー
テ
」
な

ど
高
価
格
帯
の
化
粧
品
が
伸
び
、
業
績
が

急
回
復
し
て
い
ま
す
。
訪
日
客
に
よ
る
増

収
効
果
は
80
億
円
に
の
ぼ
り
、
営
業
利
益

は
前
年
同
期
比
の
10
倍
に
達
し
ま
し
た
。

海
外
事
業
で
も
、
米
国
の
子
会
社
の
ほ
か
、

東
南
ア
ジ
ア
で
も
免
税
品
店
向
け
が
好
調

で
し
た
。

〈
増
益
パ
タ
ー
ン
⑤

　国
際
的
な
競
争
力
〉

　
世
界
的
な
競
争
力
の
あ
る
医
療
関
連
で

は
、
テ
ル
モ
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。
米
国
、
欧
州
を
中
心
と
す
る
海

外
市
場
を
中
心
に
、
心
臓
血
管
手
術
な
ど

に
使
う
テ
ー
テ
ル
（
医
療
用
細
管
）
や

ニ
ュ
ー
ロ
（
脳
血
管
）
が
好
調
に
推
移
し

た
ほ
か
、
注
射
器
な
ど
の
収
益
も
回
復
し

ま
し
た
。
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
向
け
の
「
薬

剤
溶
出
型
ス
テ
ン
ト
」
の
新
製
品
に
つ
い

て
の
国
内
販
売
承
認
も
受
け
、
さ
ら
に
攻

勢
を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
体
温

計
「
ウ
ー
マ
ン
ド
シ
ー
Ｒ
」
と
、
エ
ム

テ
ィ
ー
ア
イ
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
向
け
基
礎
体
温
記
録
ア
プ
リ

「
ル
ナ
ル
ナ
体
温
ノ
ー
ト
」
の
デ
ー
タ
の

連
携
を
始
め
、
一
般
女
性
層
の
取
り
込
み

も
図
っ
て
い
ま
す
。

〈
中
堅
・
中
小
も
堅
調
〉

　
業
績
好
調
な
の
は
大
企
業
だ
け
な
の
で

は
な
い
か
と
の
意
見
も
耳
に
し
ま
す
が
、

日
本
銀
行
短
観
や
財
務
省
の
法
人
企
業
統

計
な
ど
を
見
て
も
、
中
小
企
業
の
業
績
は

堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
よ
り
景
気
に

敏
感
な
中
小
の
商
工
業
を
対
象
と
し
た
、

景
気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
で
も
「
海
外
か

ら
の
日
本
回
帰
の
動
き
が
一
部
に
み
ら

れ
、
そ
れ
に
伴
う
設
備
投
資
や
改
修
工
事

が
発
生
し
て
い
る
」（
輸
送
用
機
械
器
具

製
造
業
）
や
、「
有
能
な
人
材
に
対
し
て
は
、

正
社
員
と
し
て
採
用
す
る
意
欲
が
引
き
続

き
高
い
」（
人
材
派
遣
会
社
）
な
ど
、
好

調
を
持
続
し
て
い
る
企
業
が
多
い
よ
う
で

す
。

　
ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
C
N
C
世
界

一
の
フ
ァ
ナ
ッ
ク
が
壬
生
町
に
4
0
0
億

円
を
投
じ
た
新
工
場
の
建
設
に
伴
う
特

需
、
あ
る
い
は
大
手
ス
ー
パ
ー
の
改
装
に

伴
う
需
要
増
な
ど
、
明
る
い
動
き
も
見
ら

れ
ま
す
。

　
当
面
、
不
安
定
な
動
き
を
続
け
る
中
国

市
場
や
、
利
上
げ
を
巡
る
思
惑
で
焦
点
の

定
ま
ら
な
い
米
国
市
場
な
ど
、
海
外
市
場

動
向
に
は
注
意
が
必
要
で
す
が
、
日
本
企

業
の
増
益
率
は
世
界
で
も
突
出
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ミ
ク
ロ
好
調
の
動
き
が
、
マ
ク

ロ
好
調
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

突
出
す
る
日
本
企
業
の
増
益
率

おぬま・まさのり　栃木県那須塩
原市（旧黒磯市）生まれ。週刊ゴー

ルデンチャート編集長、資産運用スクール主任講師。2006 年
９月、絆アセットマネジメント株式会社を設立。2010 年４月より、
ラジオ NIKKEI 月曜日レギュラー出演。2012 年、夕刊フジ × ネッ
トマネー  株１グランプリ優勝。

【著作】「株はすくなくともあと 10 年は続けなさい」（長崎出版）
「株、テクノファンダメンタルズ分析入門」（パンローリング）

など多数。

絆アセットマネジメント㈱
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小沼正則
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パフォーマンスも
 ございます！

　
宇
都
宮
を
全
国
に
P
R
す
る
た
め

の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
し
て
「
住
め
ば
愉

快
だ
宇
都
宮
」
が
誕
生
し
て
、
宇
都

宮
市
の
良
さ
や
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
き
ま
し
た
。
宇
都
宮
は
、
優
れ
た

立
地
性
や
豊
か
な
自
然
、
お
い
し
い

水
と
、
そ
し
て
、
自
然
災
害
が
少
な

い
と
い
う
人
が
暮
ら
す
上
で
必
要
な

も
の
が
揃
っ
て
い
る
町
と
い
う
こ
と

で
、
最
近
、
全
国
的
に
も
住
ん
で
み

た
い
町
の
第
２
番
に
上
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
実
際
、
最
近
実
施
さ
れ
ま
し
た
中

心
市
街
地
の
通
行
量
調
査
に
お
き
ま

し
て
も
、
大
幅
と
は
い
か
な
い
ま
で

も
各
地
点
で
増
加
の
数
字
が
出
て
い

る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で
も
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
町
中
店
住
と
い
う
こ
と
で

中
心
市
街
地
や
駅
周
辺
の
再
開
発
に

よ
る
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
な
ど

に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
中
心
地
に

住
ま
い
を
移
し
て
き
て
い
る
の
も
現

実
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
宇
都
宮
市
で
は

全
国
的
に
も
知
れ
わ
た
っ
て
い
る

〝
餃
子
・
ジ
ャ
ズ
・
カ
ク
テ
ル
〞
を

活
用
し
て
、
多
く
の
商
店
街
な
ど
が

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
町
の
活
性
化
に

努
力
を
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
や

飲
食
業
が
中
心
で
す
が
、
中
心
商
店

街
の
空
き
店
舗
は
全
体
的
に
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト

に
よ
る
集
客
で
な
く
、
町
中
に
住
ん

で
い
る
住
民
が
生
活
す
る
上
で
本
当

に
便
利
で
快
適
な
生
活
が
送
れ
る
環

境
を
作
り
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ば
か
り

で
な
く
町
の
中
を
楽
し
く
歩
け
る
美

術
館
や
図
書
館
な
ど
の
文
化
的
な
施

設
も
配
置
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
宇
都
宮
市
が
推
進
し

て
い
る
〝
L
R
T
〞
が
東
西
基
幹
公

共
交
通
と
し
て
整
備
さ
れ
、
ほ
か
の

交
通
施
設
と
も
連
携
し
て
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
町
に
な
る
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
馬
場
宮
園
支
部

支
部
長
　
斎
藤 

高
蔵

会
員
の
声

『 
賑
わ
い
の
街
へ 

』
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設
法
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第
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役
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修
会
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ロ
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研
修
会

宇
都
宮
・
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マ
祭
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決
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期
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決
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期
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研
修
会

秋
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税
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会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
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研
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新
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交
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法
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徳
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宇
都
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秋
田
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護
国
会
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東
京

ま
ち
か
ど
広
場

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

二
荒
山
会
館

法
人
会
会
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栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

水
戸
市

護
国
会
館

護
国
会
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ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都
宮

法
人
会
会
館

月

日

行

　
　
　事

会

　
　場

宇
都
宮
法
人
会

　

今
後
の
事
業
予
定（
主
な
も
の
）


